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	千本桜緑地の“空間”と“企画内容”に対する評価
	来場いただいた皆様が感じた空間（桜の木や遊具、ベンチなど）に対する評価と、企画内容（雑貨・ワークショップ、グルメなど）に対する評価をいただきました。
	空間について、「桜の木」「河川の景色」の評価が高く、千本桜の名を冠するように河川や桜といった地域資源への愛着が高いと推察できます。遊具やベンチなど既存設備に対しては改善の余地があります。
	企画内容について、「ステージ演目」「ふれあい動物園」の評価が高く、企画の特別感や、子どもと大人が一緒になって楽しめる内容が人気のようでした。ただ、出店の数が少ない等の意見により出店系が相対的に低い評価となり、今後の改善が求められます。
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	「もしも、将来的にこの場所が改修され、カフェや水上アクティビティ、子供向け遊具などが常にオープンされる場合、どのぐらいの頻度で来たいですか？」という質問に対して、約半数の方が「月に１回程度」と回答されました。イベント形式による開催を望んでいる様子が見られます。さらに、「週に１回程度」と回答された方が28%もいるため、今後、地域との意見交換により、より具体的な日常利用ニーズが見つかるかと思われます。
	出店者にもアンケートを実施しました。質問項目の「市場性・ニーズ」「使い勝手」「立地」に対して「３～５」の評価を９９％と、高い評価をいただきました。
	・地域の方が親切で繰り返し来てくれて嬉しかった ・公園が広々としていて搬入出がしやすかった ・お客様からは「普段からこういう出店は嬉しい」 ・水はけの悪さとトイレがないことは気になる
	といった意見をいただきました。将来に向けたポテンシャルの高さを感じることができました。
	引き続き、さらなる魅力向上と地域の活性化を目指し、効果的な利活用の方法を探っていきます。 今後ともよろしくお願いいたします。



